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大同、北國が開幕からの連勝伸ばす
〜第34回日本ハンドボールリーグ・第５週〜

　第34回日本ハンドボールリーグ第５週は、10月10、11日に愛知などで男女各３試
合が行われ、男子では首位攻防戦となった大同特殊鋼−トヨタ紡織九州の戦いが今
週のハイライト。結果は５連覇を目指す王者・大同が試合巧者ぶりを見せつけ、６
点差で紡織を上回って全勝をキープ。女子は開幕から進撃を続ける北國銀行がＨＣ
名古屋を一蹴。北國を追うソニーセミコンダクタ九州、オムロンも順当に勝ち星を
重ねた。
　男子の大同（３勝）−紡織（３勝１分）戦は、開幕から負けのない好調なチーム
同士の対戦。ともに積極的に足を動かしてプレッシャーをかけてくる相手のディフ
ェンスを巧みにかわしながら得点を重ねていき、スタートから一進一退の展開で試
合は進んだ。
　試合が動いたのは、前半20分過ぎ。22分、14−12と紡織が２点リードの場面から、
白の７ｍスローで１点を返した大同は、新人・田中が紡織・藤山の７ｍスローを止
めてムードを盛り上げ、さらに新人・野村の強打や白の巧技で３連取。その攻勢を
活かした大同は18−15と３点リードで前半を折り返すと、後半はジワジワとリード
を広げて、逃げ切り態勢に入る。紡織も中畠、石黒らを中心に懸命に反撃の糸口を
探ったものの、後半17分、18分と大同に退場者が続いた場面も、大同・高木のスー
パーセーブに阻まれて１得点のみに終わるなど、チャンスを活かしきれないまま後
退。前半で得たリードを活かし、要所を締めた大同が首位攻防戦を制し、４勝目を
マークした。
　湧永−北陸電力戦は、アグレッシブな３：２：１ディフェンスを仕掛けて北電の
動きを封じた湧永が序盤戦から主導権をキープ。前半を16−７と大量９点リードで
折り返した。湧永は後半も強固なディフェンスから北電のミスを誘い、速攻に結び
つけて着実に加点。35−17とワンサイドで北電のチャレンジを退け、今シーズン２
勝目をあげた。
　女子の北國−名古屋戦は、北國が上町、横嶋ら主力選手の活躍で試合開始から６
連取発進。名古屋も高橋（玲）、池田のサイドシュートなどで追撃し、前半14分、
５−７と２点差まで追い上げたが、見せ場はここまで。気を引き締め直し、再加速
して16−９と７点差をつけて前半を折り返した北國は、後半１分から21分にかけて
守護神・田代を軸とした手堅い守りからの速攻を中心に14連続得点を浴びせるなど、
名古屋をまったく寄せつけることなく快走。開幕５連勝を飾って、ガッチリと首位
をキープした。
　北國を１敗で追うソニーは広島メイプルレッズと対戦。開始直後、長野、郭の連
打で先行したソニーは、10分過ぎからも高栖、郭、長野による４連打で早くも試合
の流れを支配。23−13と前半で大きなリードを奪ったソニーは、後半もスタートか
ら５連取、６連取とまったく手を緩めることなく広島を攻め立て、終盤はメンバー
を大きく入れ替える余裕の戦いぶりで今シーズン４勝目。ピタリと北國をマークし
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２ページに続く）

　 ㊤首位攻防戦を制した大同特殊鋼・白
　 ㊦開幕から５連勝の北國銀行・仲宗根

第６週の日程

10月17日（土）

千葉 市川市塩浜市民体育館（東西線南行徳駅下車京成バス終点から徒歩1分） 14：00〜（男）大 崎 電 気 × 豊 田 合 成

愛知

東海市民体育館（名鉄常滑線尾張横須賀駅徒歩10分） 13：00〜（男）大 同 特 殊 鋼 × 北 陸 電 力

春日井市総合体育館（JR中央線春日井駅から名鉄バス「総合体育館前」下車）
13：00〜（女）Ｈ Ｃ 名 古 屋 × オ ム ロ ン

15：00〜（男）ト ヨ タ 車 体 × 湧 永 製 薬

10月18日（日）
石川 小松総合体育館（ＪＲ北陸本線小松駅徒歩20分） 16：00〜（女）北 國 銀 行 ×ソニーセミコンダクタ九州

三重 四日市市中央緑地体育館（近鉄線四日市駅バス「中央緑地公園前」下車徒歩10分） 14：00〜（女）三重バイオレットアイリス × 広 島 メイプ ルレッズ
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オムロン・洪

車体、オムロンが順当勝ち
　10月10日、沖縄での男子・琉球コラソン−トヨタ車体の対戦は、前半11分、４−４と両
者譲らぬ同点の場面から、車体が門山の連続得点と高智の７ｍスローで３連取して先行。
琉球も志慶真のサイドシュートやＧＫ・内田の好守でそのまま流れを車体に渡すことなく
食い下がり、後半に望みをつないだ。後半は地力、体力に優る車体がジリジリと点差を広
げ、優位をキープ。今シーズン２勝目へと突き進む展開となったものの、琉球もエース村
山の気迫あふれるプレーや水野（裕）と内山のコンビでのスカイプレーなど、最後まで諦
めない懸命の反撃を披露。1000人を超える観衆が集まった地元スタンドを大いに盛り上げ
た。
　同日、愛知での女子、オムロン−三重バイオレットアイリスの戦いは、三重が序盤から
注文どおりにロースコアの展開にまでは持ち込んだものの、試合の主導権を支配するまで
には至らない。対するオムロンは洪のゲームコントロールから、東濱、藤井のロングシュ
ートや坂元のポストシュートなど、チャンスを確実に活かしてリードを奪い、前半を13−
６と７点差で折り返した。後半は洪の巧打に巻の速攻なども絡めたオムロンがさらに加速
し、15分、22−10と安全圏に。終盤、三重の追撃を受けたものの、オムロンが順当に３勝
目をあげた。
　次の第６週は、10月17、18日の両日、男女各３試合が組まれている。中でも女子で開幕
から５連勝の北國と１敗で追いかけるソニーが石川で激突する一戦や、男子・車体−湧永
（愛知）の実力派同士の対戦に注目が集まる。



男女個人賞レース  第５週終了
《男子》 《女子》

得点王
1 中畠　嘉之 （トヨタ紡織九州） 32 点 （5試合） 1 上町 史織 （ 北 國 銀 行 ） 52 点 （5試合）

2 末松　　誠 （大同特殊鋼） 30 点 （4試合） 2 植垣 暁恵 （メイプルレッズ） 37 点 （5試合）

2 門山　哲也 （トヨタ車体） 30 点 （5試合） 3 郭 　惠靜 （ ソ ニ ー ） 36 点 （5試合）

4 呉　　相民 （トヨタ紡織九州） 24 点 （5試合） 4 横嶋かおる （ 北 國 銀 行 ） 34 点 （5試合）

5 武田　　享 （大同特殊鋼） 23 点 （4試合） 5 髙橋 　恵 （ ソ ニ ー ） 33 点 （5試合）

6 豊田　賢治 （ 大 崎 電 気 ） 22 点 （3試合） 6 伊藤亜衣美 （バイオレットアイリス） 29 点 （5試合）

6 神田　友和 （ 北 陸 電 力 ） 22 点 （5試合） 7 高栖 由香 （ ソ ニ ー ） 25 点 （5試合）

8 阪　　昭博 （トヨタ紡織九州） 20 点 （5試合） 8 若松 里佳 （ 北 國 銀 行 ） 22 点 （5試合）

8 銘苅　　淳 （トヨタ車体） 20 点 （5試合） 8 桂 裕美子 （バイオレットアイリス） 22 点 （5試合）

10 白　　元喆 （大同特殊鋼） 19 点 （4試合） 10 城内 真紀 （ オ ム ロ ン ） 20 点 （5試合）

10 村山　裕次 （琉球コラソン） 19 点 （3試合） 10 洪 　廷昊 （ オ ム ロ ン ） 20 点 （5試合）

10 今村　彰伸 （ 豊 田 合 成 ） 19 点 （4試合） 10 藤井 紫緒 （ オ ム ロ ン ） 20 点 （3試合）

10 藤山　岳士 （トヨタ紡織九州） 19 点 （5試合） 13 田中美音子 （ ソ ニ ー ） 19 点 （5試合）

14 高智　海吏 （トヨタ車体） 18 点 （5試合） 14 星野 美佳 （バイオレットアイリス） 18 点 （5試合）

15 落合　信也 （ 北 陸 電 力 ） 17 点 （5試合） 14 工藤 麻衣 （ ソ ニ ー ） 18 点 （5試合）

14 髙田　裕梨 （ オ ム ロ ン ） 18 点 （5試合）

フィールド得点賞
1 中畠　嘉之 （トヨタ紡織九州） 32 点 （5試合） 1 上町 史織 （ 北 國 銀 行 ） 38 点 （5試合）

2 門山　哲也 （トヨタ車体） 30 点 （5試合） 2 郭 　惠靜 （ ソ ニ ー ） 36 点 （5試合）

3 末松　　誠 （大同特殊鋼） 28 点 （4試合） 3 横嶋かおる （ 北 國 銀 行 ） 34 点 （5試合）

4 呉　　相民 （トヨタ紡織九州） 24 点 （5試合） 4 植垣 暁恵 （メイプルレッズ） 29 点 （5試合）

5 武田　　享 （大同特殊鋼） 23 点 （4試合） 5 髙橋 　恵 （ ソ ニ ー ） 26 点 （5試合）

6 神田　友和 （ 北 陸 電 力 ） 22 点 （5試合） 6 高栖 由香 （ ソ ニ ー ） 25 点 （5試合）

7 豊田　賢治 （ 大 崎 電 気 ） 20 点 （3試合） 7 伊藤亜衣美 （バイオレットアイリス） 24 点 （5試合）

7 阪　　昭博 （トヨタ紡織九州） 20 点 （5試合） 8 若松 里佳 （ 北 國 銀 行 ） 22 点 （5試合）

9 今村　彰伸 （ 豊 田 合 成 ） 19 点 （4試合） 8 桂 裕美子 （バイオレットアイリス） 22 点 （5試合）

10 白　　元喆 （大同特殊鋼） 17 点 （4試合） 10 城内 真紀 （ オ ム ロ ン ） 20 点 （5試合）

10 洪　　廷昊 （ オ ム ロ ン ） 20 点 （5試合）

シュート率賞  (フィールド得点ベスト10を対象)

1 豊田　賢治 （ 大 崎 電 気 ）20点/ 28射 0.714 1 高栖 由香 （ ソ ニ ー ） 25点/ 27射 0.926
1 阪　　昭博 （トヨタ紡織九州）20点/ 28射 0.714 2 横嶋かおる （ 北 國 銀 行 ） 34点/ 41射 0.829
3 末松　　誠 （大同特殊鋼）28点/ 41射 0.683 3 城内 真紀 （ オ ム ロ ン ） 20点/ 27射 0.741
4 武田　　享 （大同特殊鋼）23点/ 40射 0.575 4 上町 史織 （ 北 國 銀 行 ） 38点/ 57射 0.667
5 中畠　嘉之 （トヨタ紡織九州）32点/ 57射 0.561 5 髙橋 　恵 （ ソ ニ ー ） 26点/ 44射 0.591

７ｍスロー得点賞
1 銘苅　　淳 （トヨタ車体） 8 点 （5試合） 1 上町 史織 （ 北 國 銀 行 ） 14 点 （5試合）

1 村山　裕次 （琉球コラソン） 8 点 （3試合） 2 植垣 暁恵 （メイプルレッズ） 8 点 （5試合）

3 藤山　岳士 （トヨタ紡織九州） 7 点 （5試合） 3 髙橋 　恵 （ ソ ニ ー ） 7 点 （5試合）

4 森光　勇太 （ 豊 田 合 成 ） 5 点 （4試合） 3 菅谷 美奈 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 7 点 （5試合）

4 東長濱秀作 （ 湧 永 製 薬 ） 5 点 （3試合） 3 吉田 祥子 （ オ ム ロ ン ） 7 点 （4試合）

4 香川　将之 （トヨタ車体） 5 点 （5試合）

７ｍスロー阻止率賞（７ｍスローを受けた数が、チームの試合数以上のＧＫが対象）

1 田平龍太郎 （トヨタ車体） 3本/ 5射 0.600 1 勝田 祥子 （ オ ム ロ ン ） 4本/ 7射 0.571
2 坪根　敏宏 （トヨタ車体） 4本/ 8射 0.500 2 家城 千香 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 4本/ 8射 0.500
2 田中　雄大 （大同特殊鋼） 2本/ 4射 0.500 3 堂面 妙子 （メイプルレッズ） 3本/ 7射 0.429
4 東　　直明 （大同特殊鋼） 2本/ 5射 0.400 4 寺田三友紀 （ 北 國 銀 行 ） 4本/ 13射 0.308
4 谷川　一寿 （トヨタ紡織九州） 2本/ 5射 0.400 5 浅井友可里 （バイオレットアイリス） 3本/ 10射 0.300

選手・役員登録情報 

◇ソニーセミコンダクタ九州 
・登録抹消 No.13 樋口真央 
◇琉球コラソン 
No.9 東  弘起 1988.7.19 170cm 60kg 右 興南高→ＢＩＣ ※出場可能日：2009.10.10 
◇ＨＣ名古屋 
№22 長谷川華子 1991.5.20 161cm 54kg 右 知多中→愛知商高 
№23 脇田 春奈 1991.12.05 169cm 58kg 右 古知野中→愛知商高 
№24 西野 有貴 1990.5.25 167cm 56kg 右 港北中→中川商高→名古屋ウエルネススポーツカレッジ 
№25 酒井 美有 1990.10.13 163cm 58kg 左 南部中→一宮商高→名古屋ウエルネススポーツカレッジ 
※出場可能日：いずれも 2009/10/17 
・登録抹消 №３ 泉志保、№19 星野安有己、№20 神谷真理子 
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数

勝

点

総
得
点

総
失
点

差

35 32 30 48

○ ○ ○ ○

29 26 23 24

29 30 28 36 30

● △ ○ ○ ○

35 30 27 28 23

30 36 28

△ ○ ○

30 25 24

26 39 35

● ○ ○

32 23 17

23 27 25 33 28

● ● ● ○ ○

30 28 36 23 17

24 23 22 22

● ● △ △

48 39 22 22

28 23 22

● ● △

36 33 22

23 24 17 17 22

● ● ● ● △

30 28 35 28 22

103 -40

91 -18

0 1 4 1 143

第 34 回 日 本 ハ ン ド ボ ー ル リ ー グ 成 績 表　　　第５週終了　　10月11日

大　同
特殊鋼

ト ヨ タ
紡織九州

大崎電気 湧永製薬
トヨタ
車　体

豊田合成
琉　 球
コラソン

北陸電力

-40

0 1 2 1 73

91 131

北 陸 電 力

28

134 2

72

8 145 102 43

10

5

豊 田 合 成

湧 永 製 薬 100

6 2

ト ヨ タ 車 体

4

3

7

8

琉 球 コ ラ ソ ン

13645

24 0

3 大 崎 電 気

4

1

2 ト ヨ タ 紡 織 九 州

大 同 特 殊 鋼 4 0

1

03

2 03

0

5

4

94 79 15

1 7 153 143

2 1 5

3

5

2

3 1

2 0
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数

勝

点

総
得
点

総
失
点

差

33 30 34 29 37

○ ○ ○ ○ ○

27 25 28 21 16

27 28 45 32 42

● ○ ○ ○ ○

33 27 26 20 15

25 27 33 23 40

● ● ○ ○ ○

30 28 17 16 11

28 26 17 28 36

● ● ● ○ ○

34 45 33 27 20

21 20 16 27 30

● ● ● ● ○

29 32 23 28 15

16 15 11 20 15

● ● ● ● ●

37 42 40 36 30

※この星取り表は、シーズン途中は試合数に関係なく、仮の順位で並び替えてあります。

　同勝点の場合は、１.対戦間勝点　２.対戦間得失点差　３.総得失点差　４.総得点　の多い順で順位付けしています。
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